












全 国 市 議 会 旬 報 第 2301 号（17）令和 7年 5月 25日号

定
期
総
会
終
了
後
、

各
委
員
会
合
同
会
議

を
開
催
し
、
５
委
員

会
（
地
方
行
政・地
方

財
政
・
社
会
文
教
・
産

業
経
済
・
建
設
運
輸
）

の
正
副
委
員
長
を
各

部
会
の
推
薦
に
基
づ

き
選
任
し
た
。

都
市
問
題
に
関
す

る
特
別
委
員
会
（
令

和
７
年
度
「
大
規
模

地
震
に
備
え
た
防
災

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
特
別
委
員

会
」）、国
と
地
方
の
協
議
の
場

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

正
副
委
員
長
は
、会
長
推
薦
に

基
づ
き
選
任
し
た
。

国
会
対
策
委
員
会
の
正
副

委
員
長
は
、令
和
７
年
度
最
初

の
委
員
会
で
選
任
さ
れ
る
。

な
お
、５
委
員
会
の
委
員
長

と
都
市
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会
の
委
員
長
は
、国
と
地

方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
設
置
要
綱
に
基

づ
い
て
同
委
員
会
の
委
員
に

就
任
し
た
。

〔地方財政委員会〕左から柏倉副委員長（寒河江市）、松
井委員長（豊岡市）、伊藤副委員長（出雲市）

〔地方行政委員会〕左から田中副委員長（北海道伊達市）、
薄井委員長（ひたちなか市）、北地副委員長（大竹市）

〔産業経済委員会〕左から永津副委員長（北名古屋市）、
山居委員長（士別市）、岩村副委員長（水俣市）

〔社会文教委員会〕左から濱欠副委員長（久慈市）、松本
委員長（宇和島市）、里雄副委員長（海津市）

〔国と地方の協議の場等に関する特別委員会〕左から簗瀬副委員
長（岡崎市）、大石委員長（熊本市）、上田副委員長（丹波篠山市）

〔建設運輸委員会〕左から角田副委員長（たつの市）、渡
邉委員長（燕市）、北島副委員長（諫早市）

〔都市問題に関する特別委員会〕左から小原副委員長（豊橋
市）、永山委員長（いわき市）、野口副委員長（宇土市）

各 委 員 会 合 同 会 議各 委 員 会 合 同 会 議
東京国際フォーラム東京国際フォーラム � ��J�O



令和 7年 5月 25日号（18）第 2301 号 全 国 市 議 会 旬 報
各委員会委員長・副委員長一覧

松井地方財政委員長
（豊岡市）

大石国と地方特委
委員長（熊本市）

松本社会文教委員長
（宇和島市）

永山都市問題特委
委員長（いわき市）

渡邉建設運輸委員長
（燕市）

山居産業経済委員長
（士別市）

※国会対策委員会の
正副委員長は、令
和７年度最初の委
員会で選任される。

全
国
伝
統

工
芸
品
振
興

市
議
会
協
議

会
（
会
長
＝

喜
多
浩
一
金

沢
市
議
会
議

長
）
は
５
月

７
日
、東
京・

都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル

で
定
期
総
会

を
開
催
し
、

伝
統
工
芸
品

振
興
に
関
す

る
要
望
書
を

決
定
し
た
。

喜
多
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
、
逢
沢
一
郎
自
由
民
主
党

伝
統
的
工
芸
品
振
興
議
員
連

薄井地方行政委員長
（ひたちなか市）

盟
会
長
ら
来
賓
か
ら
の
祝
辞

に
続
き
、
要
望
書
等
の
協
議

に
入
っ
た
。

要
望
書
は
、
伝
統
工
芸
品

の
つ
く
り
手
や
後
継
者
の
育

成
が
阻
害
さ
れ
る
と
と
も
に

製
作
に
必
要
な
道
具
お
よ
び

原
材
料
の
入
手
が
極
め
て
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

材
料
費
等
の
高
騰
や
度
重
な

る
災
害
被
害
な
ど
、
伝
統
工

芸
品
の
作
り
手
や
事
業
者
を

取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘

し
た
。

そ
の
上
で
、
▽
物
価
高
騰

等
へ
の
支
援
▽
需
要
の
喚
起

▽
販
路
の
拡
大
▽
自
然
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
▽

そ
の
他
伝
統
工
芸
品
の

振
興
―
の
５
項
目
を
柱

に
政
府
及
び
国
会
に
対

し
、
伝
統
工
芸
品
産
業

の
支
援
と
次
世
代
へ
の

継
承
・
発
展
、
需
要
の

喚
起
と
販
路
の
拡
大
を

求
め
て
い
る
。

定
期
総
会
終
了
後
、

唐
澤
昌
弘
国
立
工
芸
館

館
長
を
講
師
に
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
た
。

定期総会の模様

地方行政委員会
委員長 薄井 宏安	 （ひたちなか市）

副委員長
田中 秀幸	 （北海道伊達市）
北地 範久　	 （大竹市）
地方財政委員会

委員長 松井 正志	 （豊岡市）

副委員長
柏倉 信一	 （寒河江市）
伊藤 繁満	 （出雲市）
社会文教委員会

委員長 松本 孔	 （宇和島市）

副委員長
濱欠 明宏	 （久慈市）
里雄 淳意	 （海津市）
産業経済委員会

委員長 山居 忠彰	 （士別市）

副委員長
永津 正和	 （北名古屋市）
岩村 龍男	 （水俣市）
建設運輸委員会

委員長 渡邉 雄三	 （燕市）

副委員長
角田 勝	 （たつの市）
北島 守幸	 （諫早市）

国と地方の協議の場等に関する特別委員会
委員長 大石 浩文	 （熊本市）

副委員長
簗瀬 太	 （岡崎市）
上田 英樹	 （丹波篠山市）

都市問題に関する特別委員会
委員長 永山 宏恵	 （いわき市）

副委員長
小原 昌子	 （豊橋市）	
野口 修一	 （宇土市）

全国伝統工芸品振興市議会協議会全国伝統工芸品振興市議会協議会

総会で要望書を決定総会で要望書を決定
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給付経理（給付に要する費用）	 （単位：千円）
収支の状況
⑴収入総額	 29,485,243
（収入の内訳）
ア負担金	 29,366,019
イ利息及び配当金	 119,224
⑵支出総額	 28,889,889
（支出の内訳）
ア退職年金	 19,106,665
イ退職一時金	 0
ウ遺族年金	 9,783,224
エ遺族一時金	 0
⑶収支損益額（⑴－⑵）	 595,354
令和 6 年度は収入総額が支出総額を上
回ったため、5 億 9,535 万円の当期利益金と
なった。このため、前年度の剰余金 343 億
5,962 万円に上乗せした。
これにより、令和 7年度に繰り越した給付
積立金は349 億 5,497 万円となった。

業務経理（事務に要する費用）	 （単位：千円）
収支の状況
⑴収入総額	 244,915
（収入の内訳）
ア事務負担金	 243,737
議員一人当たり13,000 円×議員定数

イ利息及び配当金	 1,178
⑵支出総額	 228,074
（主な支出の内訳）
ア役員報酬及び職員給与	 68,166
イ旅費及び事務費	 45,077
ウ委託費及び賃借料	 90,885
⑶収支損益額（⑴－⑵）	 16,841
令和 6 年度は収入総額が支出総額を上
回ったため、1,684 万円の当期利益金となっ
た。このため、前年度の剰余金 4億 7,369
万円に上乗せした。これにより、令和 7年
度に繰り越した剰余金は 4億 9,053 万円と
なった。

市
議
会
議
員
共
済
会
は
５

月
21
日
、
第
１
３
０
回
代

議
員
会
を
東
京
・
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
令

和
6
年
度
決
算
に
つ
い
て
認

定
し
た
。

新
会
長
に
は
、
定
款
の
定

め
に
よ
り
全
国
市
議
会
議
長

会
会
長
の
丸
子
善
弘
山
形
市

議
会
議
長
が
就
任
。
役
員
改

選
で
副
会
長
、
理
事
、
監
事

を
選
任
し
た
（
下
掲
）。

代
議
員
会
で
は
、
令
和
6

年
度
会
計
決
算
に
つ
い
て
審

議
。
伊
丹
征
治
監
事
（
三
好

市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結

果
報
告
が
あ
り
、
給
付
経
理

及
び
業
務
経
理
の
ほ
か
、
共

済
給
付
金
の
決
定
及
び
支
給

等
に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び

定
款
の
規
定
に
従
い
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
旨
報
告
し
、

こ
れ
を
認
定
し
た
。

【
新
役
員
（
敬
称
略
）】

▽
会
長
＝
丸
子
善
弘
（
山
形

市
）
▽
副
会
長
＝
戸
澤
幸
雄

（
海
老
名
市
）
▽
理
事
＝
横

山
明
美
（
帯
広
市
）、
萩
原

太
郎
（
福
島
市
）、池
田
和
幸

（
長
岡
市
）、
川
嶋
一
生
（
各

務
原
市
）、三
浦
美
代
子
（
交

野
市
）、
中
田
光
政
（
呉
市
）、

平
田
文
彦
（
高
知
市
）、山
口

弘
展
（
佐
賀
市
）、お
の
せ
康

裕
（
目
黒
区
）
▽
監
事
＝
石

川
英
之
（
半
田
市
）、屋
代
英

明
（
学
識
経
験
者
）

共済会 第１３０回代議員会共済会 第１３０回代議員会
新 役 員 選 任 令和６年度決算を認定令和６年度決算を認定

丸子会長（山形市）

監査結果報告する伊丹監事（三好市）
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お
知
ら
せ

旬
報
６
月
５
日
付
第
２

３
０
２
号
は
、６
月
15
日

付
２
３
０
２
・
３
号
合
併

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

森英介議連会長（中央）に決議を手交する喜多会長
（左）、伊藤会長代理・副会長（右）

全
国
自
治

体
病
院
経
営

都
市
議
会
協

議
会
の
喜
多

浩
一
会
長

（
金
沢
市
議

会
議
長
）、伊

藤
繁
満
会
長

代
理
・
副
会

長
（
出
雲
市

議
会
議
長
）

は
５
月
20
日
、

１
１
９
名
の

国
会
議
員
で

構
成
さ
れ
る

自
治
体
病
院

議
員
連
盟　

（
会
長
＝
森
英
介
衆
議
院
議

員
）
の
総
会
に
出
席
し
た
。

喜
多
会
長
は
総
会
で
、
▽

地
域
医
療
の
確
保
や
経
営
基

盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の

財
政
措
置
▽
地
方
に
お
け
る

医
師
不
足
・
偏
在
の
早
期
解

消
▽
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
地
域
医
療
構
想
の
推
進
―

の
3
項
目
に
つ
い
て
要
望
を

行
っ
た
。

地
域
医
療
の
確
保
や
経
営

基
盤
の
安
定
化
に
つ
い
て
は
、

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
自

治
体
病
院
の
経
営
基
盤
安
定

の
た
め
、特
に
小
児
医
療
、救

急
医
療
、
精
神
科
医
療
、
へ

き
地
医
療
な
ど
不
採
算
医
療

に
対
す
る
さ
ら
な
る
財
政
措

置
の
拡
充
が
必
要
と
述
べ
た
。

令
和
５
年
度
の
公
立
病
院
の

経
常
収
支
状
況
が
、
コ
ロ
ナ

病
床
確
保
の
た
め
の
国
庫
補

助
金
の
減
少
及
び
人
件
費
や

薬
剤
費
、
光
熱
水
費
な
ど
医

業
費
用
の
増
加
等
の
要
因
に

よ
り
大
き
く
悪
化
し
、
今
後

の
自
治
体
病
院
経
営
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
と
指
摘
し

た
上
で
、
医
療
提
供
体
制
の

維
持
に
向
け
た
十
分
な
財
政

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望

し
た
。

地
方
に
お
け
る
医
師
不

足
・
偏
在
の
早
期
解
消
に
つ

い
て
は
、
小
児
科
や
産
科
な

ど
に
お
け
る
医
師
不
足
・
偏

在
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
お
り
、
医
師
の
診
療
科
偏

在
や
地
域
偏
在
を
解
消
す
る

た
め
、
引
き
続
き
国
に
よ
る

対
策
の
着
実
な
推
進
と
実
効

性
・
即
効
性
の
あ
る
支
援
措

置
を
要
望
。特
に
、令
和
６
年

末
策
定
の
「
総
合
的
な
医
師

偏
在
対
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
迅
速
な
実
施
を
求
め
た
。

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
病
院
の
果
た
す

役
割
は
全
国
一
律
で
は
な
く
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と

自治体病院議員連盟総会
地域医療確保等を要望地域医療確保等を要望

か
ら
、再
編・統
合
等
を
議
論

す
る
際
に
は
、
地
域
の
実
情

を
十
分
に
踏
ま
え
た
取
組
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、「
医

師
の
地
域
・
診
療
科
偏
在
対

策
」
等
と
一
体
の
更
な
る
支

援
策
を
求
め
た
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
以

降
の
新
た
な
地
域
医
療
構

想
に
つ
い
て
、
令
和
22
年

（
２
０
４
０
年
）
を
見
据
え

た
人
口
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
も
踏
ま
え
、
地
方
の
意
見

を
十
分
に
反
映
し
た
地
域
の

医
療
提
供
体
制
上
の
課
題
解

決
に
向
け
た
支
援
を
求
め
た
。

谷公一議連幹事長（中央）に要望

あべ俊子議連幹事長代行（中央）に要望

上月良祐議連事務局長（中央）に要望

病
院
協

議
会
人
事

▼
議
長

▽
松
本	

阿
部
功
祐（
5・14
）

▽
南
足
柄	

加
藤
洋
一（
5・14
）

▽
富
岡	

矢
野
勅
仁（
5・14
）

▽
津
島	

浅
井
英
昭（
5・14
）

▽
碧
南	

生
田
綱
夫（
5・14
）

▽
寝
屋
川	

岡　
由
美（
5・14
）

▽
福
知
山	

吉
見
茂
久（
5・14
）

▽
玉
野	

三
宅
宅
三（
5・14
）

▼
副
議
長

▽
日
向	

小
林
隆
洋（
5・13
）

▽
松
本	

吉
村
幸
代（
5・14
）

▽
南
足
柄	

岸
本
敦
子（
5・14
）

▽
富
岡	

木
田
嘉
之（
5・14
）

▽
津
島	

伊
藤
久
夫（
5・14
）

▽
碧
南	

杉
浦
文
俊（
5・14
）

▽
寝
屋
川	

	

森
本
雄
一
郎（
5・14
）

▽
福
知
山	

藤
本
喜
章（
5・14
）

▽
玉
野	

大
月
博
光（
5・14
）

▼
事
務
局
長

▽
松
本	

逸
見
和
行（
4・1
）

▽
富
岡	

横
地
正
文（
4・1
）

▽
井
原	

岡
崎
祐
一（
4・1
）


